
講演会のご案内

レギュレーションから見たESG
リスクの評価・管理・開示
― 贈賄・人権・サイバーセキュリ
ティ・気候変動をめぐる規制動向の
概要と対応を中心に

日時
2018年5月22日（火）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場
日経茅場町カンファレンスルーム
東京都中央区日本橋茅場町2-6-1
日経茅場町別館地下1階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にてお支払い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
TEL 03-3666-1515
FAX 03-5640-4529
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

高橋 大祐（たかはし だいすけ）氏CMA
真和総合法律事務所 パートナー弁護士

近時、企業・投資家双方にとってESGが重要課題と位置付けられている
ところ、そのリスクは各国のレギュレーション（ソフトローを含む）によっても
大きく変動し得る。そこで、現在特に注目を集めている贈賄・人権・サイ
バーセキュリティ・気候変動をめぐる規制動向を概説すると共に、これをふ
まえた企業・投資家によるESGリスクの評価・管理・開示手法に関して議
論する。講演者が執筆に関わったグローバルコンパクト・ジャパンネットワー
ク発行の『贈賄防止アセスメントツール』も一例として紹介する。

講演内容

弁護士(日本)/法学修士(米・仏・独・伊)。企業・金融機関に対し、
グローバルコンプライアンス・ESG・危機管理に関する案件に対応。 日
弁連業務改革委員会CSRと内部統制プロジェクトチーム副座長として
人権DDガイダンス・海外贈賄防止ガイダンスの策定にも関わる。国際
法曹協会CSR委員会オフィサー、 早稲田大学日米研究所招聘研
究員、 JETROアジア経済研究所委員、上智大学法学部非常勤講
師なども務める。 関連論文に、「ESG関連リスクの管理・開示のあり方
－CGコード第2章への対応を視野に－」(旬刊商事法務No.2146・
2147)、「サイバーセキュリティをめぐる欧米法規制と日本企業の対応
策」(ビジネス法務2018年1月号)などがある。

講師

申込み期限
2018年
5月15日（火）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

地 図 こちら

申込はこちら

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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